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日本獣医生命科学大学の軌跡

• 1881（明治14）年開校の私立獣医学校を起源（最初の私立獣
医学教育）

• 1979（昭和55）年、わが国の獣医系大学として最初の魚病学
教室（現・水族医学研究室）を設置

• 1984（昭和59）年、わが国の獣医系大学として最初の野生動
物学教室を設置

• 1989（平成元）年、私立獣医系大学としては最初のCT装置を
家畜病院に導入

• 2000（平成12）年、心理学教室（現・比較発達心理学研究
室）を設置

• 2005（平成17）年、獣医療技術専門職を養成する学科として、
日本初となる獣医保健看護学科を開設

• 2015（平成27）年、わが国の獣医系大学として最初の獣医事
法学研究室を設置



獣医師国家試験合格率の年次推移
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近年の獣医学教育改善への取り組み

• 2004（平成18）年度入学者以前のカリキュラムは、
５-６年次の時間割に無駄が多かったため、2005（平
成19）年度入学者から新カリキュラムを導入。
➢５-６年次での総合臨床実習を増やすカリキュラムとし、臨床
実習のウェイトを増加した。

• さらに2012（平成24）年度入学生からはモデル・コ
ア・カリキュラム対応のカリキュラムを導入。
➢モチベーションが低下しやすい1年次に基礎専門科目を増や
すことで学生の就学意欲を上げ、５-6年次での総合臨床実習
を充実させる形で改革を進めていた。



2012（平成24）年度コア・カリ対応カ
リキュラム導入時における学科内議論

• 既存研究室と担当科目をどのように割り振るのかが問
題となった（例：行動学を比較動物医学研究室が担当
するべきか、比較発達心理学研究室が担当するべき
か）

• 実験動物学は基礎分野ではなく、応用分野ではないの
か？

• 毒性学を複数研究室で担当する場合、分野横断的な協
力が可能なのか。研究室を作るべきでは？

• 臨床重視という点では旧カリキュラムと同じであり、
改訂することの目的が不明瞭。将来的な教育研究体制
を定めて、どのような人材を育成するために、どのよ
うなカリキュラムに変えるかの議論が必要



旧カリキュラム（2012年度）におけるカリキュラムマップ



2015（平成27）年度、大学基準協会に
よる獣医学教育の試行評価受審

• 2015（平成27）年度、大学基準協会による獣医学教
育の試行評価受審（本学および東大）

• 試行評価の結果は「基準に適合」であった。

• 本学の獣医総合実習（総合参加型臨床実習）において
学外（農業共済組合）と学内（付属動物医療セン
ター）の実習を義務付けている点は特色として評価さ
れている。

• また「病院経営学」「鳥・特殊動物の臨床」「獣医救
急医療学」「魚病学実習」「野生動物学実習」などの
アドバンス科目の配置も評価されている。



試行評価による検討課題

•一方では、「生物学実習I」「生体分子化学」
「化学実習I」「比較細胞生物学」がアドバン
ス科目として１年次に位置付けられていたこと
に対し、アドバンス科目の開講時期や選定基準
について指摘があった。

⇒ 試行評価の結果を受け、カリキュラムの見
直しと獣医学教育改善のための全般的な検討を
開始



旧カリキュラム（2012年度）におけるカリキュラムマップ
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その後の対応

• 2017(平成29)年度に大学基準協会より正式な獣医学
教育評価基準が公表された。

• 本学では全学の自己評価委員会の下に「獣医学教育評
価小委員会」を作り、毎年各評価項目の達成度を評価
し、対応部署に対して改善を促すことを繰り返した。

• 現状では自己評価の判定において91.2%の達成率と
なっている。
➢しかし評価項目の指摘事項には本学の立地上、早急な達成が
困難な項目も存在している。



都市型獣医系大学の問題点

• 郊外とは言え東京の住宅地にある大学としては校地の
拡充は困難（大学周囲地の路線価は坪126万円）

• 住宅専用地のため建ぺい率、容積率も厳しく大規模な
施設拡充も困難。加えて住宅地のために敷地内での家
畜の飼育にも制限がある。

• 特に産業動物臨床教育に関しては、キャンパス内での
実施が難しいため、学外にある付属牧場と外部機関と
の協力の下で実施せざるを得ない。

• 基本方針として、ハード面ではキャンパス内の既存施
設の改修を中心に行い、ソフト面である教育の充実を
軸とした改革を遂行することとした。



2020(令和2)年度から導入した新モデ
ル・コア・カリキュラム

• 試行評価の指摘事項を踏まえ、2020(令和2)年度の入
学者から、さらに修正を加えた新カリキュラムを導入
した。

• ただし、2012年度版コア・カリキュラムで試行評価
を受けていることもあるため、今回は全面改訂ではな
くモディファイと言った程度の改訂に留めている。

• この新カリキュラムでは、１年次での専門科目を増や
す一方で、これまで専門科目の負担が大きかった3-４
年次での負担を軽減させ、獣医学共用試験へとスムー
ズに移行できるようにした。



臨床科目の区分改変（学系から系統
別へ）

• これまでの臨床科目は学科目が細分化されていたため、各講義で
はコア・カリ部分のみならず国家試験の内容も含めて講義をする
ため、履修に非常に時間がかかっていた。

• そのため共用試験は全臨床科目が修了する５年前期の夏に実施せ
ざるを得なくなり、共用試験の日程がタイトになるだけでなく、
学生の負担が大きいという問題があった。

• そこで新カリキュラムでは臨床科目を系統別科目である内科学概
論、内科学各論I-IV、外科学概論、外科学各論I-IVという枠組み
に変更し、4年後期までにコア・カリ範囲が終了するようにした。

• また科目名を細分化しないことで、今後のモデル・コア・カリ
キュラムの改訂、共用試験の出題範囲変更への対応も可能と考え
ている。



新カリキュラムのメリット

• 現在、５年次の6-8月に実施している共用試験を４年
後期-５年前期に前倒しして実施することが可能となる。

• 5年次の夏期休業期間を十分に活用できるため、学外
施設（農業共済組合）での臨床実習の運用の利便性が
向上する。

• さらに、6年次前期に先端的な獣医学の知識を学修す
るアドバンス科目として獣医学特論I-VIを設定した。
➢この特論では獣医学に関わる諸問題を、教員が所属研究室や
研究分野を越えて参画し、最先端の内容を学生と教員が一緒
になって議論することができる演習型の講義である。





新型コロナウイルス感染症の蔓延に
よる問題

• 2020年からパンデミックを引き起こしている新型コ
ロナウイルス感染症のために、外部機関での臨床実習
は実施が困難となっている。

• 代替策として学内施設（第二校舎）を一部改修した上
で、一時的に牛を繋留し産業動物実習を実施している。

• また、富士河口湖町にある付属牧場(富士アニマル
ファーム)では2019年に牛舎を新築し、今年度からは
臨床センターの改修や機器整備も開始しており、学内
での産業動物実習の充実化を行っている。

• 今後、本学の獣医学教育をさらに充実させるためには、
産業動物臨床施設の充実が必須であり、牧場の有効活
用が鍵となる。この点に関しては、本学の経営母体で
ある学校法人日本医科大学と協議を続けている。



産業動物臨床実習に関しては学内・
学外の併用型が本学の方針

• 本学では宮城および山形NOSAIとの連携の下で、5年
次学生を家畜診療所の診療に同行させてもらう学外実
習（必修）を長年にわたり実施してきた。

• 現場の臨床獣医師の日常診療に参加することで治療や
対応を間近で見ることができる機会でもあり、さらに
は農家との会話の中で現場での問題点をリアルに知る
ことができるという点は、大学内での実習では決して
学ぶことのできない貴重な経験になる。

• この実習に参加したことで産業動物臨床志望に変更し
た学生も多いことからも継続していきたい実習である。
また、試行評価でもこの学外実習と学内実習の組み合
わせは、本学の特色として評価されている。



ご清聴ありがとうございました


